
 

尾道市立日比崎中学校

改善計画

7月 1月

＜研究部：チームラボ＞
地域社会との連携と生徒
発信力を高める総合「サ
バプロ」のバージョン
アップを通した表現力・
コミュニケーション能
力、主体性（課題発見
力）の向上

〇生徒会や学級の話合いから生
徒発信で挑戦したいことを決
め，単元開発を行う。
〇教科や領域で「サバプロ」を
意識した取り組みを入れられる
ところを探し，実施する。
○生徒専門委員会の取り組みと
関連させる。

〇総合的な学習の時間の
授業満足度

〇コミュニケーション能
力にかかわる項目

〇新しい単元の開発・実
施

〇平均
85%以
上

〇平均
80％以

上

〇実施
の有無

93.3%

平均
81.6％

２学期
実施

106% A

昨年に引き続き総合的な学習の時間の
取り組みとして「HIBIZAKI SURVIVAL
PROJECTS」をスタートした。今年度は
昨年度以上に生徒主体の取り組みにな
るよう，生徒がやってみたいことを話
合った。このサバプロを中心とし，９
月２１日の公開研究会では複数の教科
で関連した授業を行う予定である。地
域との連携の仕方も，生徒会やサバプ
ロリーダーが中心となって考えてい
く。
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・自分の職場でも，固定電話での業者等の対応が
難しい若者が増えていると感じる。実際に対話を
する力は将来のためにも必要な事でぜひ，その力
をつけて欲しいです。

総合的な学習の時間で行うサバプロや，職場
体験学習（今年度・昨年度中止）に変わる取
り組み，進路学習などで，社会に出たときに
必要なスキルを身に付けさせる。コロナ禍で
はあるが，学校内外問わず関わりが持てるよ
う工夫したい。

＜生徒指導部：ポジティブ＞
達成感とあこがれ感を高
める学校行事「赤船祭」
のバージョンアップを通
した主体性（自尊心・ス
クールプライド）表現
力・コミュニケーション
能力の向上

〇感動・涙・歌声・笑顔あふれ
る行事の創造と，綿密な行事計
画による，達成感のある行事の
実施。
〇生徒会を中心とした行事運営
を行う。また，リーダーや役割
を多くの生徒に与え，活躍でき
る場を設定する。

○行事満足度
「達成感・あこがれ感」
  学校評価・生活調査ア
ンケート

○自尊心アンケート

80%

80%

行事
未実施

83% 104%

A

コロナ感染症の影響のため，体育大会
が実施できなかった。２学期に実施予
定の赤船祭に向けて，生徒自身が達成
感やあこがれ感を実感できる行事を目
指す。具体的には，団長や各リーダー
を中心とした練習や本番の進行を行
う。赤船祭後もサバプロや各行事との
関連をはかり，生徒会の引継ぎや卒業
式に向け，充実感のある学校生活が送
れるよう支援し，各アンケートの指標
から変化を見取りたい。
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・朝の登校時に，校区内の横断歩道の誘導をする
ことがあるが，中学生はよくあいさつをしてくれ
ます。
・コロナの厳しい環境の中で，学校評価・生活調
査アンケートの満足度が高く，評価できます。

３年生のリーダー，各学年のリーダーを中心
に行事の練習や準備を行い，生徒主体の活動
をする。クラスや学年関係無く行事に取り組
み，人間関係を深め，一人一人が役割を持つ
ことで自尊心を高めたい。

＜研究部：チームラボ＞
各教科における「課題設
定・話合い活動」と「ICT
活用｣による「知識･技
能｣,「思考･判断・表
現」,「人間力」の向上

〇各教科での話合い活動がより
スムーズに深くできるような方
法を探求する。
〇ＩＣＴ機器を積極的に使用
し，有効な活用方法を教職員全
体で共有する。

〇「課題発見・解決学
習」にかかわる15項目

〇ICT機器にかかわる項
目

〇県平
均＋
10P

〇平均
80％以

上

平均
80.9%

95％

120% A

校内で「課題発見・解決学習」にかかわる
15項目の調査を行った結果は，昨年度同時
期の数値（平均76）と比較して，上回って
いる。各教科でChromebookを使用した話合
い活動などを積極的に行った結果だと考え
られる。１週間にChromebookを活用した回
数について，38％が「１週間に４，５
日」，57％が「１週間に２．３日」と回答
している。夏期休業中に教職員全体でICT研
修を行った。その他，「ICTプロジェクト」
を立ち上げ，日々の授業のヒントとなる使
い方を教職員で共有しているところであ
る。
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・課題のある生徒にも，職員との連携を密にし
て，細かい支援や取り組みを通して力をつけてほ
しいです。

ICT機器のみに頼るのではなく，生徒と実際
に会話したり・様子を観察したりして支援を
していく。教員同士での連携も継続して行
う。

＜生徒指導部：ポジティブ＞
道徳・学活における「課
題設定・話合い活動」と
「ICT活用」による「道徳
性」、「合意形成力」の
向上

〇学級経営の充実
日々の授業を基盤とした安心で
きる学級集団作り
①課題の充実（意欲を高める生
徒発信の工夫）
②話合い活動の充実
　　道徳・学活
○ＩＣＴ機器を活用し，効果的
なコミュニケーションを図る。

○学級満足度
（アセス）
【学校評価・生活調査ア
ンケート】【学校生活に
関するアンケート】
○授業満足度（道徳・学
活）【学校評価・生活調
査アンケート】【学校生
活に関するアンケート】

80%

80%

89.8%

道徳
87.3%
学活
94.0%

113%
A

各教科でchromebookを活用して，協同
学習を行うなど，コロナ感染症対策を
踏まえた学習活動を工夫した。ジャム
ボードのアプリを用いることで積極的
に意見が出せ，手ごたえを感じた。し
かし，教職員自身の経験不足もあり，
まだ効果的に活用できていない面もあ
る。実践の交流や研修を通して，学校
全体としてICT機器を効果的に活用した
教育活動を行っていきたい。道徳や学
活は，定期的に大学教授や指導主事を
招聘しての講義や研究授業を行ってい
る。今後も授業の質を高めていきた
い。
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・目標で日比崎カラーを，目標値・自己評価にて
現状の把握・今後の課題設定の流れでよいと思い
ます。
・ＩＣＴ機器を活用してのコミュニケーションの
対応など，ＩＣＴ関係のアンケートに今後も興味
があります。

ICT機器を教師が使ってみることを積極的に
行い，指導力を高めていく。また，生徒が
ICT機器を使用する「スキル」に加えて，
「情報モラル」も身につけていけるよう教育
活動全体を通して指導する。

＜教務部：ファイン＞
学校教育活動の積極的な
発信を通した保護者・地
域からの信頼の向上

○HP・学校だよりの工夫，学年
　通信，学級通信の定期発行。
○生徒指導部・研究部の実践を
　校内外へ掲示・情報発信。

・【保護者用】
　学校評価アンケート
「学校の様子がよくわかり
ますか」

90% 94.4% 105% A

・保護者にweb上でアンケートを実施
し，生徒数294名に対して，250名分の
回答をいただいた。従来行ってきた紙
媒体でのお便りの発行に加えて，HPで
の情報発信を意識的に行っている。HP
の更新目標は週当たり４回以上にして
取り組みを進めている。また校外掲示
板として校区の商業施設のスペースを
お借りして，より多くの地域住民に中
学校の取り組みを発信しており，今後
も継続して進めていきたい。
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・全てに対して，目標・自己評価はよいと思いま
す。教職員の皆様の努力により，より一層目標増
を期待しています。
・アンケートに参加できていない保護者への対応
をどうするのか気になります。

本校教育に対する保護者の希望を様々な方法
でキャッチし，校内で協議した上で実践でき
ることを積極的に取り入れていく。保護者ア
ンケートの「よくあてはまる」の回答を増や
せるようにこれまでの取組みを継続し，発信
していく。

　

a 　ミッション

b 中期経営目標

＜カリマネによ
る学校づくり＞
コア・カリ
キュラムとし
ての「サバプ
ロ」と「赤船
祭」の深化に
よる表現力・
コミュニケー
ション能力、
主体性の育成

e 評価指標

「『高くかかげよ』～夢と希望を抱き，仲間とともに，高め合う子どもの育成～」

深い学びの実現を目指したコミュニケーション能力の育成 a 　ビジョン
○生徒が誇りに感じる学校
○教職員一人一人の知恵と力が，最大限に発揮される学校
○組織的・機能的な学校運営体制が確立している学校

j 結果と課題の説明

f
目
標
値

令和３年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

h
達
成
度

イ ロ ハ
m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策 g
達成
値

g
達成
値

i
評
価

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適正で
ない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

＜教務部：ファイン＞
Withコロナと働き方改革
に対応した新しい学校づ
くりを通した保護者・地
域からの信頼の向上

○業務改善に向けたカエル会議
　の定期開催。
○学校行事や生徒会活動を軸と
　したスクールプライド（日比
　崎中スタイル）の醸成。

・　3回
／5月
・91.8%
(生徒)
・92.0%
(保護者)

81%

・会議の回数(月1回以上)
・【生徒用】
　生活調査アンケート
・【保護者用】
　学校評価アンケート
「日比崎中を誇りに思いますか」

90%

＜カリマネによ
る授業づくり＞
「課題設定と
話合い活動の
深化」と「ICT
の活用」によ
る表現力・コ
ミュニケー
ション能力、
主体性の育成

生徒，保護者，教職員が日比崎中学校を誇り
に思えるように，学校長の指導の下で，各取
組みを継続していく。アンケートの「よくあ
てはまる」の回答を増やせるように，より一
層組織的で継続的な取組みにしていく。

高
く
か
か
げ
よ
～

夢
と
志
を
抱
き
，
仲
間
と
と
も
に
高
め
合
う

子
ど
も
の
育
成
～

＜信頼される学
校づくり＞
一年を通した
感動・涙・歌
声・笑顔あふ
れる教育活動
を通した信頼
される学校づ
くり

B

アンケート結果からは目標値を上回る評価
を得られたが，「よくあてはまる」の回答
は，保護者22%，生徒52%だった。日比崎中
学校での活動が，かけがえのないものであ
ることを引き続き伝えていきたい。また，
業務改善に向けたカエル会議は，月1回以上
の目標に対して，60%の実施に留まったの
で，計画的に実施し，多くの意見を取り入
れながら，効率的で効果的な業務に繋げて
いきたい。
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・１つの汚点やミス（不祥事）等により，全体へ
の影響は１ではないことを，学校評価委員会の中
で伝えたかったです。

様式1



12月

目標数

達成数

〇総合的な学習の時間
の授業満足度

・総合的な学習の時間に満足している。 平均85%以
上

〇コミュニケーション
能力にかかわる項目

・授業では，自分の考えや意見を発表しやすい雰囲気がある。 平均80%以
上

〇新しい単元の開発・
実施

・授業では，事実や友だちの意見を正確に理解できている。 実施の有無

・みんなで何かをやってよかったと思う。 80%

・日比崎中学校を誇りに思う。

80%

（別紙アンケートの１～１５番） 県平均＋１
０P

〇ＩＣＴ機器にかかわ
る項目

87.3%
平均80%以
上

80%

・道徳の授業に満足している。 80%

・学活の授業に満足している。

90%

・会議の実施回数  90%
・生活調査アンケート
【生徒用】・学校評価
アンケート【保護者
用】

・日比崎中学校を誇りに思う。 ・４回／４月
（100％）

・91.2%（生徒）
・92.5%（保護者）

　　【取組評価】　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

【
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り

】
感
動
・
涙
・
歌

声
・
笑
顔
あ
ふ
れ
る
教

育
活
動
を
通
し
た
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り

105% A○業務改善に向けたカエル会
議の定期開催。
○学校行事や生徒会活動を軸
としたスクールプライド（日
比崎中スタイル）の醸成。

指標 アンケート項目

【
カ
リ
マ
ネ
に
よ
る
学
校
づ
く
り

】

「
サ
バ
プ
ロ

」
と

「
赤
船
祭

」
の
深

化
に
よ
る
表
現
力
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

、
主
体
性
の
育
成

〇生徒会や学級の話合いか
ら生徒発信で挑戦したいこ
とを決める。
〇教科や領域で「サバプ
ロ」を意識した取り組みを
入れ，実施する。
○生徒専門委員会の取り組
みと関連づける。 105%

【
カ
リ
マ
ネ
に
よ
る
授
業
づ
く
り

】

「
課
題
設
定
と
話
合
い
活
動

」
と

「
I
C
T
の
活
用

」
に
よ
る
表
現

力
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

、

主
体
性
の
育
成

〇各教科での話合い活動が
よりスムーズに深くできる
ような方法を探求する。
〇ＩＣＴ機器を積極的に使
用し，有効な活用方法を教
職員全体で共有する。

117% A

方策進行管理シート　
令和３年度　 尾道市立日比崎中学校　

目標達成の
ための方策

方策
達成度

取組
評価

○HP・学校だより，学年通
信，学級通信の定期発行。
○実践を校内外へ掲示・情報
発信。

〇学級経営の充実（日々の授
業を基盤とした安心できる学
級集団作り）
①課題の充実（意欲を高める
工夫）②話合い活動の充実
○ＩＣＴ機器を活用し，効果
的なコミュニケーションを図
る。

〇感動・涙・歌声・笑顔あ
ふれる行事の創造と，達成
感のある行事の実施。
〇生徒会を中心とした行事
運営を行う。リーダーや役
割を多くの生徒に与え，活
躍できる場を設定する。

89.8%

91.6%

94.1%

・自分は誰かの役に立っている。 ・自分は誰かに必要とされている。
・「自分ならできる」と思うことがある。・自分は「やればできる」人だと思う。
・自分が好きである。・自分にはよいところがある。・自分は価値ある人間だと思う。
・自分はここ（学級・学年・学校）にいていいと思う。

・日比崎中学校は学校の様子を積極的に伝えようとしている。
（学校だより，学級通信，保健だより，ホームページなど）

・クラスは居心地がよい。○学級満足度（合意形
成力）【学校評価・生
活調査アンケート】

A

94.6%

活動
達成度

94.1%
82.7%

9/21公
開研実
施

88.3%

75.7%

83.5%

○行事満足度「達成
感・あこがれ感」 学
校評価・生活調査アン
ケート

○授業満足度（道徳・
学活）【学校評価・生
活調査アンケート】

・学校評価アンケート
【保護者用】

○自尊心アンケート８
項目

〇「課題発見・解決学
習」にかかわる15項目

・１週間に、Chromebook（クロームブック）をどのくらい活用し
ましたか。（３回以上）

様式２様式２


